


令和５年９月２６日



令和５年９月２８日



令和５年１０月２１日



令和５年１０月２８日～



令和５年１０月２８日～





校歌にある若草をイメージ
した緑と、日本の伝統色で
ある藤色を挿し色にしたグ
レーのスーツスタイル

校歌にある若草から緑、
「輝き」「豊かさ」を意味
する金色を挿した濃紺ブレ
ザースタイル

白亜の校舎の白、陽炎の
赤、黒川の青を織り成した
濃紺のブレザースタイル

落ち着きのある暗めの濃紺
スーツスタイルに、校歌に
ある陽炎から赤色を配した
ボトムスを合わせた

➊ ❷ ❸ ❹



シャドーストライプ 小さめのチェック 大きめのチェック
・陽炎(赤)
・黒川(青)
・白亜の校舎(白)

小さめのチェック
・陽炎(赤)
・若草(緑)

➊ ❷ ❸ ❹



影ひだ入り 小さめのチェック 大きめのチェック
・陽炎(赤)
・黒川(青)
・白亜の校舎(白)

小さめのチェック
・陽炎(赤)
・若草(緑)

➊ ❷ ❸ ❹



Type A

Type B

Type C

Type D

Type E
学生服に必要な
全ての機能を
盛り込んだ
多機能素材

羽のように軽い
快適な着心地



抗菌･抗ウイルス

生地の風合い･質感

撥水撥油

耐久性・丈夫さ

ストレッチ性・快適さ



➊

❷❸

❹

・白亜の校舎(白)
・陽炎(赤)
・黒川(青）

を織り成した濃紺
ブレザースタイル

❸ 選択理由（概要）
・由来がよい
・壬生をリスペクト
・スーツよりブレザーの方
が学生らしい

・壬生中のオリジナリティ
がある

・現在の制服の伝統が
残っている



➊

❷

❸

❹

➊

❷
❸

❹
小さめのチェック柄
・陽炎(赤)
・若草(緑)

小さめのチェック柄
・陽炎(赤)
・若草(緑)



・後輩が喜ぶ制服にするため、2023年度の全校生徒で真剣に考える。
・中学校への憧れや、壬生中らしさが詰まった制服にしてほしい。
・伝統や歴史を受け継ぎ、それでいて新しい一歩を踏み出せるように。
・壬生町のイメージに溶け込んだ、壬生中だけの制服。
・ネクタイやリボンは自由に選べると良い。
・着心地のよさと動きやすさ。
・セーラー服と比べて温度調整ができる特徴を生かして欲しい。
・自信をもってキラキラと輝ける壬生中生になって欲しいと思います。
制服が変わる頃には私は卒業しますが、(新しい制服を着る)将来の

壬生中生も頑張ってほしい。



・動きやすく汚れにくい制服ならよい。
・家庭で手入れしやすく、3年間毎日着るものなので、耐久性がある素材。
・今後、制服に合わせてカーディガン等も検討していくと思いますが、
自由度（無地やネイビーならOKなど）を広げていただきたい。

・夏服はワイシャツでなく、ポロシャツがよい。色は靴下同様、色が
選べると良い。

・アレルギーやアトピーの子も負担にならない素材。
・壬生中の自慢のひとつになるような制服ができたら良いと思います。
・価格も表示してほしい。 ・壬生中と言ったら、学ランにセーラー服

というイメージしかありません。新しい
制服導入はショックでした。



令和５年１１月９日



令和５年１１月９日


